
持続可能な社会を目指して
カシオグループでは、省エネ、省資源、有害物質対策等、

環境に配慮した取り組みを事業活動における全ての過程で実践しています。

カシオの事業活動

生産�
環境パフォーマンス
低減に取り組んでい
ます。�

物流・販売�

経済�社会�

モーダルシフト等
物流改革を進めて
います。�

環境�

開発・設計�
環境適合設計、�
グリーン商品開発�
に努めています。�

リサイクル・廃棄�
回収・リサイクル
システムを構築
しています。�

使用�
製品使用時の省エ
ネ等環境負荷低減
を図っています。�

資材調達�
グリーン調達・�
グリーン購入�
を行っています。�
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会社概要�

事業概要�

経営TOP懇話会�

環境会計�

倫理行動規範�

社会貢献運動�

環境コミュニケーション�

環境保全活動のあゆみ�
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環境経営� 環境経営�

カシオグループの事業活動は、開発、

設計、資材調達、生産、物流・販売、

サービス、リサイクルと広範囲にわた

ります。

開発、設計においては、「軽・薄・

短・小・ローパワー」を特徴とする「グ

リ－ン商品」開発を積極的に推進して

います。この「グリーン商品」の売上比

率を2003年度30％とする目標設定を

行い、推進してまいりましたが、2002

年度の目標達成により、新たに2005

年度50％として目標の改訂を行って

います。2002年度は新たにG-SHOCK

モデルのソーラー電波ウオッチ、ズー

ム付きカードサイズ液晶デジタルカメラ、

携帯電話の導入を行っています。

資材調達においては、グリーン調達

を積極的に展開し、国内のグリーン

調達率を2003年度80％とする目標を

2002年度に達成したため、新たな目

標設定としてグリーン調達率を国内拠

点にて2005年度95％、海外拠点にて

2005年度85％に引き上げています。

生産拠点においては、使用するエ

ネルギーや水の使用量、廃棄物や二

酸化炭素（CO2）の排出量を低減する

環境行動目標の実現に向けての活動

や、地域の環境保全活動にも積極的

に参加しています。

社会貢献活動としては、1994年か

ら「国際イルカ・クジラ会議」をサポー

トし、財団法人カシオ科学振興財団

を通じ優れた自然科学、人文科学の

研究に対し助成を行っています。

回収・リサイクルシステムは、プリンタ

の消耗品であるドラム・トナーセットの

リサイクルや、資源有効利用促進法に

基づく二次電池やパソコン・情報通信

機器のリサイクル等を通じ、再資源化

を実現しています。

社員に対する環境教育はISO14001

の維持・改善を通じたプログラム及び

社内ホームページでの情報を通じて

実施しています。

カシオグループのインプットとアウトプット
カシオグループの事業活動は、デバイス事業とエレクトロニクス機器事業に分かれます。

それぞれの事業における物質とエネルギーの投入・排出による環境負荷を測定しました。
※デバイス事業は国内4拠点、エレクトロニクス機器事業は国内8拠点を対象としています。

カシオグループのデバイス事業は、高知

カシオのTFT液晶モジュール、カシオマイク

ロニクスのW-CSP、COF、甲府カシオの

LCDが主な生産品目です。これらの事業所

では、微細加工に必要なクラスの高いクリー

ンルーム、洗浄のための純水装置及びその

排水処理施設を設置しています。このため、

カシオグループ全体のエネルギー消費の約

8割を使用しているほか、水や薬液なども

エレクトロニクス機器事業に比べて多く消費

しています。

生産工場では積極的に省エネや節水活

動に取り組み、カシオマイクロニクスでは、

工程洗浄排水を循環利用することにより、

市水の使用を大幅に削減しました。

エレクトロニクス機器事業は、中国をはじ

めとした海外へ生産を移管する一方、デジ

タルカメラ、携帯電話、ページプリンタ他品

目を国内で生産しています。これらの生産

には高度な組立技術を必要としますが、そ

れに伴い多くのエネルギーも消費します。そ

こで製品設計の段階で、組立時の省エネ、

省資源などを製品アセスメントの中に取り

入れて、環境に配慮した製品づくりを実施

する一方、生産工場独自の工夫も盛り込ん

で省エネに取り組んでいます。

デバイス事業

エレクトロニクス機器事業

デバイス事業活動�

●デバイスの開発・設計�

●部品・材料の調達�

●デバイスの製造�

●輸送�

●販売�

COF

ＴＦＴ液晶梱包材�

W-CSPTFT液晶�
モジュール�

廃棄物�
4,998.4トン�

工業用水�
循環使用量�
177.4千m3

�

資源�
（石油・金属・�
 石英など）�

エネルギー�
電力 12,002.0万kWh�

燃料 8,460.6S（原油換算）�
水 2,229.6千m3

�

部品、材料�
（プラスチック・�
金属・ガラスなど）�

完成品�

減量化量　2,964.9トン�

再資源化量　1,987.9トン�

排水 1,882.8千ｍ3�
BOD 10.3トン�

排出ガス�
NOX 22.7トン�
SOX 7.5トン�
ばいじん 0.9トン�

温室効果ガス�
CO2 72,250.0トン-ＣO2�
ＳＦ6 7,104.3トン-CO2

化学物質�
キシレンなど�
14.8トン�

埋立処分　45.5トン�

ユ
ー
ザ
ー�サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー�

エレクトロニクス機器�
事業活動�

●製品の開発・設計�

●部品・材料の調達�

●製品の製造�

●輸送�

●販売�

資源�
（石油・金属・�
 石英など）�

エネルギー�
電力 2,722.6万kWh�

燃料 1,015.1S（原油換算）�
水 170.1千m3

�

部品、材料�
（プラスチック・�
金属・ガラスなど）�

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー�

中
間
処
理�

時計�電卓� パソコン� デジタルカメラ�

使用済�
パソコン�

使用済�
プリンタ�

ネームランド�
消耗品�

ページプリンタ�
消耗品�

廃棄物�

完成品�
メーカー�

廃棄物�
1,392.0トン�

減量化量　128.3トン�

再資源化量　1,161.6トン�

排水 146.6千ｍ3�
BOD 7.7トン�

排出ガス�
NOX 1.5トン�
SOX 3.3トン�
ばいじん 0.2トン�

温室効果ガス�
CO2 �

14,119.0トン-ＣO2

化学物質�
PRTR法�
届出対象なし�

埋立処分　102.1トン�

ユ
ー
ザ
ー�

中
間
処
理�

回収・再資源化�

回収�

地球環境�

地球環境�

用語解説
W-CSP（ウエハー・レベルCSP）
ウエハー・レベルCSPは、LSIのパッケージ工程として、ウエハー状態のままで、銅の再配線
形成、電極端子形成と樹脂封止を行った後、チップサイズに切り出す先端技術。この技術の
利点は、チップとまったく同じ寸法までパッケージを小型化できること。

COF
Chip on Film の略。薄い樹脂製フィルムにLSIチップを直接接合する実
装方式で、限られたスペースにLSI回路を効率的に、高密度に実装する
ことが可能。


